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来訪者 KAB 高校野球解説者 井上 信明様 

    玉名商工会議所 総務課 服部 佳織様 

 

【会長の時間】松﨑会長 

「出前管理セミナー」を終えて 

 先日の出前管理セミナーには、行事が重なり、会員の皆さ

まの出席が少なく残念でしたが、地区から 8 名が配達に来

られ、山鹿クラブから田代ガバナー外3名、玉名中央ロータ

リークラブから会長 1名が参加されました。 

 

 1 部は地区の管理部門の今年度の活動方針を、2 部は規

定審議会の報告をクラブ運営に身近な部分を説明され、3

部は地区から委員の方が、ディスカッションリーダーとして、

各テーブルに 1 乃至 2 名入って頂き、RIⅠパートⅠの中から「5．会員の参加を促す」とのセッションを取り上げ、

グループ 

ディスカッションが行われました。 

 私のテーブルでは、品川さんがリーダーのすぐ横だったせいか、一番若かったためか、色々と発言を求められ

ておられました。その感想は、いつの日か発表してもらったらどうかな、と思います。 

  

今回は、結論を求めるのではなく、いろんな意見を出し合って、それをロータリー活動に活かしていく手立てでは

なかったかと思いました。各テーブルの様子、意見が今のところ地区の方でまとめられていないと思いますので、

後日それをクラブに頂き、ヒントとして生かしていければと思います。 
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 終了後、ホテルのクイーンとラブ＆ピースで、堀川貴文部門長のバイタリティ溢れる活気に呼応して、ロータリー

の目的である親睦を大いに深め、有意義なセミナーの一日を終わることが出来ました。大石さんを始め多くの方

のご協力に感謝致します。 

 今日は、この後 KAB 高校野球解説者の井上信明様の卓話を頂きますが、高校球児の汗と涙に濡れたグランド

でのドラマを、想像しながら楽しく拝聴させて頂きたいと思います。 

 

 

 

【幹事報告】堀本幹事 

○熊本中央 RCより、例会取り止めのお知らせが来ています。 

 日時：9月 20 日（金）⇒定款第 8条第１節に基づき休会 

○熊本西 RC より、例会取り止めのお知らせが来ています。 

 日時：9月 17 日・24 日（火）⇒定款第 8条第１節に基づき  

休会 

○公益財団法人 米山梅吉記念館より 賛助会ご入会のお願い 

が来ています。 

○公益財団法人 米山梅吉記念館報が来ています。 

 

 

【スマイル報告】渡邉太委員長 

松﨑会長・堀本幹事・・KAB 高校野球解説者 井上信明様・玉名商工会議所 服部佳織様 

           のご来訪心から歓迎致します。 

村上さん・・井上信明君卓話、ありがとうございます、心よく、引き受けて頂き感謝します 

中嶋さん・田原さん・・・井上様の卓話、1 ヶ月前より楽しみに待っていました。よろしく 

            お願い致します。 

志賀さん・・・井上様のご来訪心から歓迎致します。 

大石さん・・・先週の「出前セミナー」お世話になりました。お陰様で無事滞りなく終了 

       することができました。二次会まで残って頂いた、田原さん、本田さん 

       坂梨さん、品川さん、その後の三次会まで残って頂いた鶴田さん、田中さん 

       そして松﨑会長、本当にありがとうございました。今回一番の収穫は、青江 

       美奈さんの「恍惚のブルース」を歌う松﨑会長を見られたことです。 

吉田彰さん・鶴田さん・平田さん・西田さん・志賀さん・西嶋さん・井上さん・坂梨さん 

本田さん・渡邉太さん・・井上様のご来訪心から歓迎致します。卓話ありがとうございます。 

 

 

前回までの累計 ￥223,000 

 今     回 ￥ 20,000 

合     計 ￥243,000 

 

 

  



【出席報告】渡邉太委員長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【今後のプログラム予定】 

 9 月 5 日（木）理事会 

        公共イメージ向上・IT 委員会企画（ロータリーの友について） 

 

 

【来訪者】玉名商工会議所 総務課 服部 佳織様 

 「玉名 de 就活！」のご案内と御礼 

   日 時 ： 令和元年 10 月 19 日(土) 13:00～16:00 

 場 所 ： 玉名市民会館会議棟 

 

 

【卓話】来訪者 KAB 高校野球解説者 井上 信明様 

村上会員より井上様のプロフィールの御紹介 

井上 信明 様（73 歳） 昭和 29 年 09 月 05 日生まれ 

昭和 36 年 木葉中学校卒業 

      玉名高校入学 

昭和 38 年 04 月 06 日 完全試合 達成 

        九州高校野球・熊本大会 準準優勝 

        県・高校野球史上初！！ 

昭和 39 年 立命館大学 入学 

昭和 40 年 春のリーグ戦 最優秀選手・最優秀投手 受賞 

        全日本大学野球選手権・準優勝投手 

昭和 43 年 04 月九州産交 入社 

本
日
の
出
席 

会員数 50（46）名 

欠
席
者 

浅地 深見 福田 浜田 古賀  

児玉 前田 宮本徹 小関 小山 

杉谷 品川 田畑 田中 瀧川 

上村 上田継 上田士 山田司 

山田邦 山田勝 吉永 山口 吉岡 

吉田光 広瀬 

出席数   20 名    

出席率 43.48％ 

前
回
の
出
席 

前回出席数 22 名        
前
回
の
メ
ー
ク
ア
ッ
プ 

宮本徹 田畑 

修正出席数 24 名 

修正出席率 52.17％ 

出席規定適用免除者         7 名 



昭和 45 年 都市対抗九州予選・優勝 最優秀投手・受賞 

昭和 46 年 都市対抗九州予選・優勝 最優秀投手・受賞 

昭和 55 年～58 年 九州産交野球部 監督 

平成元年～ KAB 熊本朝日放送・高校野球解説者 

 

皆さまこんにちは。私は玉東町の稲佐生まれです。両親共

に学校の教員でした。3 人兄弟の長男に生まれ、少年時代か

ら毎日野球をやっておりました。昔は家の周りは田んぼばか

りで、道は砂利道。熊野座神社というお宮で 20 人程引き連

れ、雨の降る日以外はほぼ毎日野球をやっておりました。 

 

昭和 33 年、濟々黌が選抜高校野球で全国優勝をした際、

当時キャプテンだった末次さんが甲子園からの帰りの蒸気

機関車で私に手を振って下さったことがきっかけで、更に野

球に対する情熱が増しました。 

  

高校進学は熊本市内で野球をしようと決め、そのころ強かった熊本工業、濟々黌、九州学院、鎮西の何処かと

考えていたら、父親に反対され玉名高校へ行くことになりました。 

 自宅から学校までは 8 キロくらいあり、毎日砂利道を自転車で通っておりました。当初 18 名の野球部に入

ったのですが、2 年生に上がる前には 7 名になり、父親から野球部を辞めるよう言われましたが、なんとか留

まって続けることが出来ました。 

毎日の練習には 5 名程しか集まらない野球部でしたが、2 年生に上がる際、新 1 年生が 11 名入部してくれ、

とても活気が出ました。夏休みは毎日朝から夕方まで練習をしていたのを覚えています。 

ある日、突然先生からピッチャーを進められ、2 年生の秋からは急遽ピッチャーになりました。肩には自信

はありましたが、全くの素人で、しかも投げ方を教えてくれる人は誰も居ませんでした。当時「神様・仏様・

稲尾様」と言われていた西鉄ライオンズの稲尾選手の写真を見ながら、全く一緒の投げ方で投げられるよう毎

日練習をしました。 

本日は、ここにボールを持ってまいりましたが、

今では 10 数種類の球種がございます。私はその頃、

直球とカーブとシュートの 3 つくらいしか投げて

おりませんでした。ボールの握り方も分からなかっ

たので、先輩から教えて頂きましたが、自分なりに

も握り方、投げ方を練習し、自分の思うままに投げ

ていたのを覚えています。秋には新人戦があり、1

回戦は熊本商業高校に勝ち、2 回戦は熊本工業高校

に延長で負けてしまいましたが、当時強豪高校と言

われていた 2 校と戦ったことは新聞にも取り上げ

て頂きました。そして、その翌年の昭和 38 年に熊本県で初めての完全試合を果たすことが出来ました。その

時のスコアブックを本日は皆さまへお配りしております。少人数の玉名高校野球部が、まさか完全試合をする

とは誰も思っていなかったそうです。 



 

大学は、多くの大学から勧誘の話しを頂きましたが、

父親から大学は試験をちゃんと受けて行くものだと叱

られ、受験して立命館大学へ入学しました。高校時代と

は 180 度違う野球部の環境で、大変厳しい練習でした

が歯を食いしばって頑張りました。1 年生の春のリーグ

戦では、エースと 2 番目のピッチャーが怪我をされ、急

遽ベンチ入りすることが出来、それが非常に励みになり

ました。こう言ってはいけませんが、私はとても幸運だ

と思いました。それはきっと少年時代に毎日稲佐座神社

で野球の練習をしていたから、神様が応援してくれたん

だ、とこのことは本当に今でもそう思っています。そのため私は毎月 1 日に、100 段の階段を上って今でもお

礼参りへ欠かさず行っております。 

  

野球には色々ありますが、やはり一番は高校野球だと思います。よく「高校野球の魅力は何ですか?」と尋

ねられますが、私は、高校生が練習で真っ黒に日焼けした精悍な顔つきと眼差しと、アウトと分かっていても

ヘッドスライディングをして何とかセーフになろうとする、あの姿に皆は感動するのではないでしょうか、と

お話しします。 

  

野球はチームワークと言いますが、仲が良いのだけがチームワークと言うのではなく、一つの目標に向かって

長時間練習をして甲子園を狙う、それが高校球児のチームワークだと思います。 

 私たちは放送席に座り、毎年言いたい放題言っておりますが、基本は『いいところを見つけて言う』となっ

ています。私は非難はいたしません。選手がエラーをしても、良い所を見つけてフォローをしてあげます。 

野球は一つでも負けたら終わりです。ですから出来るだけ沢山の名前を、それもフルネイムで覚え言ってあ

げるようにしています。 

よく、「今年の甲子園は何処の高校が行きますか？」と尋ねられますが、私は『好投手あるところに勝利あ

り』と思っています。 

 

最近では指導者も大変苦労されていると感じます。厳し

いことも言えませんし、当然体罰もいけません。現在は山鹿

で子供たちと指導者へ、野球と指導について教えています

が、子供たちからもらうエネルギーは本当に素晴らしいな

と思います。リタイアするまで子供たちと高校野球に係っ

ていきたいと思います。 

来年の高校野球も KAB で実況をさせて頂くと思います。

是非皆さま 5 チャンネルをご覧下さい。 

 

 

本日はお招き頂き、最後までご清聴、有り難うございました。 
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